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2P-3(P)

ポスターセッション

粉末緑茶の３ Ｔ 3 -LI m 胞における脂肪蓄積阻害効果と脂肪分解促進効果

○　長谷川　 昇

(名古屋文理短期大学・食物栄養学科)

【目的】緑茶には、抗酸化作用を持つカテキンが多く含まれている。カテキンは、コレス

テロールを下げるなど、脂質代謝の改善を通して生活習慣病の予防に有効であるほか、ダ

イエットにも効果があることが予知されている。しかし、ダイエットに関しては、細胞レ

ベルでの証明はなされていない。そこで、本研究は、粉末緑茶が脂肪細胞の脂肪蓄積と脂

肪分解に効果があるかどうかを確かめるために行われた。

【方法】3T3-L1 細胞を培養し、細胞がconfluence に達した時点で、インスリンを培養液

に加え、脂肪細胞へ分化させ、細胞の形態変化を記録した。分化後、インスリンを除き、

中性脂肪粒の大きさを経時的に観察した。粉末緑茶は、脂肪蓄積の程度を観察する際には、

インスリンと同時に、分化後の蓄積脂肪分解の程度を観察する際には、単独で添加した。

画像は、パーソナルコンピュータに取り込み、解析した。

【結果】インスリンを添加すると、脂肪粒を持つクラスターが多く出現した。その際、粉

末緑茶を添加しておくと、クラスターの形成が抑制された。さらに、十分に分化した細胞

に、粉末緑茶を添加すると、加えない場合と比べ蓄積脂肪が減少した。

以上の事実から、粉末緑茶は、脂肪細胞の脂肪取り込みを抑制し、同時に、蓄積脂肪を

分解することが明らかとなった。

2P-4(P) 食事中のリン脂質含量とコレステロールおよび総脂肪酸含量の相関性

○望月てる代＊　　石永正隆¨

(＊広島大　　＊＊広島女大)

目的　演者らはこれまでに食事中の脂質成分の実測値を調べ報告してきた。脂質成分の

中でもリン脂質摂取量についての報告はほとんど見られない。リン脂質のひとつであるレ

シチンは刺激伝達に必須なアセチルコリンへのコリン供与体として重要な物質であり、食

事中にどのくらいレシチンが含まれているかを知ることは重要である。今回は女性、男性

の食事中と給食中のリン脂質およびレシチンの含量と他の脂質成分、特に総脂肪酸、コレ

ステロール含量との関連について検討を行った。なお、女性と男性については一部報告済

みである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ

方法　成人女性（40～59歳、72名）、成人男性（31～60歳、100名）の１日に摂取した飲

食物および給食（病院食15食、集団給食4食）からBllgh & Dyer法により脂質の抽出を行っ

た。脂肪酸とコレステロールはガスクロマトグラフィにより、リン脂質とレシチンはリン

の定量により測定を行った。

結果　女性、男性、給食のいずれの食事中においてもリン脂質含量とコレステロール含

量の間にはr ＝0. 80～0.98、レシチン含量とコレステロール含量の間にはr ＝0. 75～0. 99と

高い相関性が認められた。一方、リン脂質含量と総脂肪酸含量との間にはr ＝0. 10～0.57、

レシチン含量と総脂肪酸含量の間にはr ＝0. 03～0. 51と相関性は認められなかった。レシチ
ン含量とコレステロール含量との間に高い相関性が認められたことから、食事からのコレ

ステロール摂取を制限することは、同時にレシチンの摂取量をも制限してしまう可能性の

あることが示唆された。
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